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ホスピスアート

地域包括ケア病棟は、急性期治療を終了し、在宅や施設へ移行するには不安があ
る患者様に対し、在宅復帰に向けて、医療管理、診療、看護、リハビリテーショ
ンを行うことを目的とした病棟です。

当院の地域包括ケアでは、「寝たきりにさせない、退屈にさせない」を大切にし
ています。そのため作業療法を取り入れています。手指を使い、心身の機能維持、
向上を目標に、塗り絵、折り紙、ホスピスアート、個別のカレンダー作成を行っ
ています。
患者様とスタッフとの交流の機会をつくることも目的としており、それによって、
会話や笑顔が生まれることも入院中の大切な時間です。

会話と笑顔があふれる
ホスピスアートの時間

レスパイト入院
患者様が住み慣れたご自宅で過ごすことが出来るように、介護者（ご家
族）を支援するための推奨されたサービスです。介護者の介護疲れを軽減
するためや介護者の病気や入院あるいは冠婚葬祭の出席等で介護が一時的
に困難になる場合に、患者様が一時的に入院することで在宅介護を支援し
ます。 地域包括ケア病棟

「その人らしく過ごす」ために

デイルームのガラス窓をキャンパスに季節を感じます
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